
日立評論 VOし.67 No.2=985-Z)171

日立冨芝特許

複合サイクルプラントの負荷制限運転方法

複数fiのガスタービン発電ユニット

と1子iのスチームタⅦビン発電ユニッ

トとを組み合わせた複†ナサイクルプラ

ントでは,負荷要JKイ言号の変動に対し,

オ､スタ【ビン系のんむ答に対しスチーム

タービン系の応答が1遅いため,一時的

にオスタ【ビン系の員イJf変化幅が許容

値を超えることがある｡

日立製作併では,負イ甘f要求信号に去⊆
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づき,稼動ガスタービンの子i数に応じ

て選定された_L限及び下限の負荷制限

範囲内で､ガスタービン発電ユニット

を運転する制御方法を開発した(図1)｡

負荷要求仁子号とプラントトータル出

力信号との偏差に塵づくユニット負荷

信弓･と負荷制限器からの制限イ三号とが

比較器で比較され,ユニット負荷信号

が制限内であればそのままフケスタービ
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区= 負荷制限装置

号信
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ン制御系に送られ,制1災外であれば,

制限値がガスタービン制御系に送られ､

ガスタ【ビンを制御するr.

負荷制限器からの削lリ引言号は,稼動

カナスタービンの≠丁数に応じて卜l災伯及

び下限値が定められており,フケスタ【

ビンはノ.削ここの上限値,‾F限他の範岡

内で避転される｡

1.特長･効果

(1)プラント負荷急増時にも,ガスタ

【ビン充電ユニ1ソトの負荷カヾピークロ

ードに達する頻度が少なくなり,ガス

タービンの寿命が士主くなる｡

(2)プラント員イし;f変化に対して,オ､ス

タービン発て豆ユニットへの負イt;f要求の

変化幅が′トさくなり,安定した利子卸が

行なえる｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第1028739号

｢複合サイクルプラントの負荷制限運

転方法+

タービンバイパスプラントをもつタービンプラントの制御方式
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区Il 再熟タービン起動方式

タービンバイパスをもつ再熟タービ

ンプラントでは,プラント起動時及び

所内jj‾も独負荷運転から急速負荷上昇時

に,高J‾iてタービンの排気圧力が高くな

る傾向がある｡

日立製作所が開発した再熱タービン

起動方式(区=)は,プラント起動時及

低圧ヒ一夕

び所内単独負荷運転時に,高圧タービ

ン排気から役水器に至るダンプランに

設けたダンプ弁を開き,高圧タービン

内部を真空にLたうえで+卑熱タービン

だけ通気して起動する方式である｡そ

して,タービン起動後,低圧バイパス

制御弁の開度を大きくして,高圧ター

ビン排ちi圧力をあらかじめ紙‾Fさせたう

えて1高J上タービンに過去もするものである.二.

この制御方式によれば,起動時ノ女び

†叶内申独負荷運転時高上土タービン内は.

復水器兵空となっており,凪拭による

過熱が防げる〔)また,高圧タービン過

1く時には,高圧タービン排;‾く郎圧力が

イ氏下しているので,排～淵ミのi温度卜舛

を低く抑えることができる〔)

1.特長･効果

(1)起動時,所内ヰ捕ミ負仰時にfヰ熱タ

ービンだけ通気L,高圧タ】ビン内は

真空に保つので.Tl一石圧タービンの帆才ji

過熱がド方止できる(､この効果により起

動時間の短;縮及び上之特例所内単独逆転

が可能である｡

(2)低址バイパス制御弁の寄主圭が小さ

くできる｡

2.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特公昭59-26765号

｢タービンバイパスラインを有するタ

ービンプラントの制御方法およびそ
の装置+他6件

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡またノウハウについてもご相談に応しておりますので.お気軽にお問い合わせ〈ださい

お問い合わせ先は･･･株式甘敢日元裂イE祈 〒川0東京都千代田区丸の内一丁目5削号(新丸ビル)電話(03)214-3114(直通)特許部特許営業グループ
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テレビカメラの測定

日立製作所 長原傾策･財団法人NHKエンジニアリングサービス 河合輝男

テレビジョン学会誌 38-8,762-770(昭59-8)

テレビカメラはテレビシステムの人々装

置であり,テレビシステムの画質の良告が,

テレビカメラで得J〕れる画質で決定さ々Lる

とい′ノてもよいほど重要な役割をレノている｡

テレビカメラに要求される性能とLて

は,まず,きれいな画像が得られることが

挙げられるが,きれいな画像とは,画質に

関連した性能の良さを示す用語である｡画

像に対する心≡曜量と物理量及び心理物坤量

とグ)対応関係から評価尺度を決定し,その

代用特性を設定Lて表現する｡

また画質のほかに､装置の使いやすき,

†語根性の高さ,保守のLやすさ,経済性の

良さに関する性能も要求される｡

テレビカメラの評価項臼としては,損保

方式,鴇像素子,光学系,基本的な性能及

びダイナミックな性能があり,それぞれ目

標値を設定し測定,評価する｡照明条件と

しては,色温度3,000Kグ)光源を用いる｡基

本的性能の評価項目とLては,感度,SN比,

解像度(中心及び周辺)､図形ひずみ,レジ

ストレーション精度,階調,信号の均一性

などがある｡ダイナミ･ソクな性能の評価項

目とLては,ハイライトハンドリング(オ【

トアイリス,白は縮,フレア補iE､焼付き

など),高感度動作時(利得アップ)の解像

度,階調,信号の均一性などの特性,残像

自動セlソティング機能,耐環境性(地磁気,

電波,温度,振動など)がある｡

本稿では基本的性能の評価尺度とLて,

感度､SN比,解像度など主なものを取り上

げ,テストチャ【トの佗開法や測走法を中

心に述べ､更に,テレビカメラの実際の調

整に際して必要となるテストチャートや,

基本調整,日常調軽などの調饗方法につい

ても簡単に触れている｡

感度の測定に当たって.一般にグレース

ケールを用いるが,日本と欧米では自の反

射率がそれぞれ90%,60%と異なる点に注

意を要する｡SN比の測定では,映像増幅器

系の周波数特性の校正が重要で,特に前置

増幅昔旨の周波数特性の測定法について詳述

している｡解像度の測定は,解像度チャー

トの相違,使用するレンズの条件によって,

解像度が大幅に変動するため､測定条件を

明確にすることが必要である｡階調や図形

ひずみ,レジストレーションの測定器とし

ては.映條信号レベルや時間的位相を高速､

高精度で測定できる裸像特性測定装置が開

発されている｡色再現の評価は,色度点や

反射率が確認されている一組みの色紙を撮

催し,等歩性の良いuv色度図で表現するこ

とが通常である｡

以上のようにそれぞれの評価尺度に通L

た各種のテストチャートや測定器が開発さ

れ,実用されているが,テレビカメラの性

能の測定精度や評価法の改善は,テレビカ

メラの性能向上に結びつくもので,マイク

ロコンピュータやディジタル技術を導入L

た自動測定は,自動調整機能へと置き代わ

る傾向にある｡

視覚情報研究の動向

慶応義塾大学 栗田正一･日立製作所 黒須正明･他3名

テレビジョン学会誌 38-8,721～729(昭59-8)

視覚心理･′■lミ理及ひ'画質評価の分野の研

究を扱う,当学会の視皆情報研究委員仝の

七査及び幹事により,1980午以降の研究動

向を主に国内に関して概観L,合わせて委

員会での最近の研究発表の内容と特徴につ

いて述べたものである｡

視覚心理の領J簸でほ,明るさ感の成立過

程,視覚系の抑制作用であるマスキング現

象､色彩感覚の成立機構という感覚レ〈こル

の問題や,色彩の心.哩的効果,視野周辺部

での対象の知覚と眼球運動の関係,連続才是

示される視覚刺激に対する運動視現象,実

運動対象の知覚,網暇上の平面的情報から

奥行慈や立体視を成立させている機構の解

明という知′覚レベルの問題,更に,人間に

よる‾文字認知の過程という認知レベルの問

題に関して,心理学的な研究が活発に行な

われている｡

人間の感覚,知覚を成立させている機構

の解明は困難な課題であるが,最近の研究

の一つの特徴とLて､マスキングと明るさ､

周辺視と眼球運動というように,一見異な

った現象の関連性に着目することにより,
視億現象を全体的に把握Lようとする傾向

が見られる｡また.実験技法の点ではマイ

クロコンピュータの利朋が夜通してきたこ

とが挙げられる｡

視覚生理の分野では,まず網膜の出力細

胞である神経節細抱の3種頬のクラス

(ⅩYWと呼ばメtている｡)の各々につし､て,

その分布状態や視野の明るさとの関係など

が明らかにされつつある｡網膜に人ノJされ

た情報は,そこから大脳後部の外側脹兆体

と呼ばれる中継核を経て､大脳の視境:諸に

至るが,その視骨頂に存在する単純形,褐

雉形という､入力の基本的特徴を抽出する

細胞の入出力特性や回路網の構造,及びそ

れらの細胞の機能が視覚経験から′受ける早手

撃といった点について研究が進んでいる｡

パターン視に関係する連合野と呼ばれる中

枢部位については特に怨んに研究がなされ

ており,形態視や空間視の個々の機能を分

才旦する細胞が発見されている｡

画質評価の分野では,EBUやCCIRとい

った国際的機関で画質の主観評価法の標準
化が進められている｡また､視′迂特作だけ

でなく,｢臨場感+のような情緒レベルの指

標も含めて画質の主観評価値を得ようとす

る動きもある｡画質予測法では,視覚反応

の非線形性を取り込んだものなど,多くの

方式が活発に提案されてきた｡

一般的評価技法だけでなく,特定の場面

での画質評価の研究も盛んで.まずテレビ

ジョンについては高品位放送や符号化方式

に関するものが,またハードコピーについ

てはディジタル画質とLての問題や中間調

表示の問題などが,文字表示に関しては

＼rD′Ⅰ､作業との関連などがそれぞれ研究き

れている｡

最後に,当委員会は198∩年から1983年ま

での期間に30回が開催され､そこで172件の

論文が発表された｡内容は,心理･生:壁間

係(37%),画質評価(38%),画像処理(20%)

である｡
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ボイラ給水ポンプ駆.動タービン用ディジタル形

電子油圧式ガバナ

近年,収†･ノJ発電プラントの岬大に

作い,火ノJ発屯プラントは11叩日日イ1;f道

川とLて,負荷追従件のIrり上,佼間の

故紙f与‾荷グ)引1､-げなどが要求されてお

り,二れに対応するため,給水制御に

ほプラント運転の変化に対L,辿応性

と来状な過応性が要請されている｡

二れらの二【ズにこたえるため,従

米のMHG(機械式ゲバナ)に代わる,マ

イクロコントローラを方じ川した給水ポ

要職斐ヲ買;≡羞用ディジタル形

ンプ恥上助タービン哨ディジタル彬EHG

(′正子油｢i三∫℃サバナ)を開発した(区=)

1.主な特長

(1)了別御性のドり卜

機イ城機構の′壷‾J7･化により,応斧の速

さ,枯度などF【iり御件の王J】J上を図/ニノてい

る｡.妃に,芙ポンプ桔惟モデルにより,

非根付舛亡を補止L低妄与何かJ〕の`女(右L

た制御をノ大槻Lた｡また,給水ポンプ

の前後三吉三J上納正回主格により,ポンプ子丁

数一切絶え時などの過度応?ミ叶卜を大帖に

改斉しているL

(2)高い†∴秋作

ナインタ/しコントローラの持氏を′ト

かし,み純‡′lJ冶断機能を付加し,人

山ノJ†.テリ一､他システムの動作をノ御母監

羊比L,難′.iii‾があれば干軌バックアlソプ

装‾乙ぎH二リブり根えて越転の継続を叶能と

している_.

(3)古城な保中性

ディジタル形EHGは,すべてソフト

ウェアによるデータ,投与立となることか

表l 主な仕様

項 員 仕 様

演算装置及び

記憶装置

演 算 方 式 ワード溝鼠 ビット溝筆
処 王里 速 度 約21-S′′ステップ(論壬里演算)

命 令 数
42(数値演算).ほ(論理演算),

57(その他)

メ モ リ
語長:16ビット＋パリティ

客土:40k語(8k語単位)

プロセス

入出力装置

パルス入力 l点../Pl.0､10kHz

アナログ入力 !6点./Pl.±】0V電圧入力

アナログ出力 4点′･ノPl.土川∨電圧出力

ディジタル入力 32点/Pl.無電庄入力

ディジタル出力 32点/Pし 無電圧出力

検 出 器

タービン速度 石義気検出方式

検 出 器 0､一10kHz方形波出力

位置検出器 差動トランス

(弁シリンダ) 0､-50mmストローク検出

制 御 盤
外 形 寸 法 幅700)(高さZ-300メ■奥行8仙mm)

電 源 AC.DC2系統受電

環境条件

周 岡i呈 度 0 -一40℃

周 囲 湿 度 10一-9D%RH

振 動 土0.5mm,l′000rpm(0.6G)

らぷ椚繋が谷妨である｡また,【′†+.こを断

を付加し,か-ト単位の放伸夫′+七什を

設けるなど,‾ノノーーーグ)放l苛に対L放ド糾苅

所のj旦速か/つ的確な稲.し11か?音韻にでき

るようにLている..

2.主な仕様

_一モミな仕様を表1にノJミす.二.
(【トンニご製作巾■にノJ●】仁紫1こJてl二)

DK512形5÷in大容量磁気ディスク装置

いわ畑るデスクト･ソフし彬コンピュー

タと呼ばれるシステムが～1_1現Lて以米､

そグ)機能のけり卜に什い､ii一弓.なるパーーソ

ナルコンピュータの抽城を越えOA機

片三さ,CAD/CAM(Comf)uter Aided De-

Sign/Computer Aided ManufactuI･ing)

システムなどと,そのf†]遥は圭すます

船人Lている(｢二れらの川遥が一拡人す

ることによ′ノて,如にいっそうのシス

テムー1■′絹巨のl｢り上が求めノブれ,また一ん‾,

従水と【古jい朋巨のものについては,/ト

彬化,紙価格化が求められているし､DK

512什引滋1もディスク装置は,このような

システムニ】ズの勅｢rりに対応してい､ゎく

図I DK512-17

形石義気ディスク装置

OE恥Ⅰ(相手先商標製品)l叫ナ小Jf純妄乞ミデ

ィ スク紫ii⊇lことLて,5÷in桔川iミサイス､な

から従火の8inディスク洪こ主さ■-‖fそみの人

7貢ぎ一占二をもつ｢ご引､･f絹巨･人ノ≠羊E-■iニチイスク装

rどl三とLてIiHヲ己Lた‥

1.主な特長

(1)小什ラ･大谷F†呈二:拉人170Mバイト

路稚iし'7i沖～僅言出二丘j‾左肘のj‾末J‾口によi),

5÷in梓準サイズでの人芥巨岩二化をり三一呪し

た(図l.)LJ

(2) 満作能インタフェース:ESDl

(Enhanced SmallDeviceIntel､face)

装置の高速･大谷呈化に作し､,イン

タフェースもESDIと鳥作能化をL二当っ

た..また,事変雉･繊細1なデータセ′ヾレ

【タはディ スク装iiち:内で処f里Lている

ため,非瑞に伸し､やすい.

(3)優れた保√刑′‡三,仙いやすさ

柴苗三の.三'今断を分析する_1二で班別な,

.三今断ステー一夕ス帖報を了乞‡ることでさる_,
入力ノ〔訓射ま5÷in磁乞ミディスク裳i引慧

準の十5V､＋12Vを拭哨Lた.､

表】 主な仕様

Ⅰ白目 ＼ 竺___式弓DK引2-8
記 憶 容 量

けンフォーマット)

デ ー タ ヘ

シ リ

アク セ ス時間

転
㌻
一
竜
一
夕
■
形

総記憶容量

トラック容量

面当たり容量

ド 劫

ダ 数

平 均

最 大

速 度

度速送

零
一
一

丁

原一 庄

法寸

量

丁＼∨いイ

20′83Zバイト

17,川5kバイト

コニラニコニニ正二
823

Z5ms

45rllS

6ms

__旦∠_声旦P工且町._
上+生__
2V-5年占

ESD+

奥行2D31高き83■｢[rrJ

約3k呂

(4)インテリジュント インタフェーース

オプション

SCSI(SmallComputer SystemIn-

terfac.e)コントロールポ【ドをオプシ

ョンとして榊怠Lた.二､

2.主な仕様

表1にDK512形磁1ミディスク共芯の

主な什様をホすL_,

(日立ご拙作一昨 帖報事業本郎 コンヒュ一夕

事業部)
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日立プログラマブルコントローラ"HIZAC P-500E”

近年のFA化に伴い,これまで大形

機種で対処していた分散制御や集中管

理などの制御を,小･小形機椎にとの

ユーザーの要求が高まってきた｡その

ような要求にこたえるため,中規模制

御から大規模分散制御まで多様な現場

のニーズに対応できる500点クラスのプ

ログラマブルコントローラを開発･発

売した(匡=)し_)

l.主な特長

(1)最大16台のCPUリンクが可能であ

る｡集中管理,分散制御により様々な

FAニーズに対応できる｡

(2)CCUを通じて上位コンピュータと

のリンクが吋能である｡

(3)リモート入出力で遠隔操作にも対

応する｡

(4)倍速マイクロコンピュータによる

高速処理機能ができる｡

(5)10.9k語のプログラムメモリ,8,880

点のデータメモリと大谷呈である｡

(6)算術演算命令16種,応用命令62種

と空言な演算命令を傭えているしつ

(7)アスキーモジュール,マルチ人出

力,アナログ入出力やカウンタ入力と

多彩なモジュールを装備Lている｡

(8)ビルディングプロ･ソク方式による

区= 卜‖ZAC P-

500Eの外観

省スペース,コンパクト設計としている｡

(9)pシリーズの各種入出力モジュー

ルや,空言な周辺機器が共用できる｡

主な仕様を表lに示す｡

表l 主なイ士様

項 目 仕 様

処 理 方 式
ストアードプログラム

サイクリック方式

処 ･哩 速 度 5/ノS/命令

基 本 命 令 36種

応 用 命 令 62種

外 部 入 出 力 51Z点･32ワ…ド

タイマカウンタ 256点

内

部

出

力

ビ ッ ト l.200点

ワ ー ド 384ワード

リ ン ク 512点･32ワード

ピット

ワード共用
7′680点･480ワード

特 殊 用i余 324点

エ ッ ジ 検 出 512点

自 己 診 断

PC異常,バッテリー電圧低下検出,

電源異常時の保護,システムリセッ
卜

外部故障診断 ウォッチドッグタイマ合令

周 囲 温 度
0～55℃(動作時)

-10～了OGC(保存時)
周 囲 湿 度 ZO～90%RH(結露なし)

供 給 電 源

AC85､I2】V50/60Hz

Z50VA MAX,DC24V

(接点出力用)

絶 縁 抵 抗 20Mn以上(DC500Vメガにて)

耐 電 圧 ACl.500V 50/60Hzl分間

耐 ノ イ ズ 性 NEMAICS3-304に準拠

條用周囲.雰囲気 じんあい.腐食性ガスがないこと｡

構 i垂 開放形,壁取付形

(口立製作所 商品事業本部)
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■特集 多機能ワークステーション

多機能り【クステーションの動向

ワークステーション周辺装置の動向

用途からみたワークステ【ションの動向

文書作成指向の多機能ワークステ【ション一高機能日本語り【ドプロセ･ノサの開発-

ビジネスパーソナルコンピュータ指ド11のワークステ【ション

分散処:哩端末指向のり【クステーション
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医用画像指向のワークステーション

ソフトウエア開発指向のワークステーションーソフトウ工7エンジニアリンクワークベンチ
ワークステーシ

ワ【クステーシ

ワークステーシ

ワークステ【ン

ワークステーン

ワークステーン
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